
線量 線 量

(mSv) 1以下 1を超え 5を超え 10を超え 30を超え 50を超え 70を超え 100を超え 150を超え 200を超え 250を 合 計 平 均 最 大

年齢(歳) 5以下 10以下  30以下  50以下  70以下  100以下  150以下  200以下  250以下  超える  人 (％) （人・mSv） （mSv） （mSv）

18～19 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 (0.0) 0.5 0.5 0.5

20～29 291 409 223 430 98 48 89 14 3 0 2 1,607 (8.4) 27,309.3 17.0 477.0

30～39 730 878 531 941 238 101 89 30 1 3 1 3,543 (18.5) 50,164.8 14.2 311.0

40～49 1,402 1,480 858 1,370 325 121 96 41 9 0 2 5,704 (29.8) 69,962.1 12.3 678.8

50～59 1,455 1,307 754 1,225 385 133 86 49 13 0 1 5,408 (28.3) 69,037.4 12.8 352.1

60～69 861 733 383 597 143 43 11 4 1 0 0 2,776 (14.5) 25,041.2 9.0 176.0

70以上 28 27 14 18 3 0 2 0 0 0 0 92 (0.5) 744.2 8.1 77.6

合計人数 4,768 4,834 2,763 4,581 1,192 446 373 138 27 3 6 19,131 (100.0) － － －

合計線量
(人･mSv） 1743.9 12558.5 20545.5 80139.6 45600.2 26271.2 30514.5 16718.4 4638.0 704.6 2825.2 242,259.5 12.7 678.8

［表の見方］
・ 　平成２２年度～２５年度の４年間を集計期間としての緊急作業従事者の線量をまとめたものです。

・

・ 　年齢の集計方法は、平成２６年３月３１日現在の満年齢です。

　例えば、表における線量１０mSvを超え３０mSv以下の２０～２９歳「４３０」という値は、平成２５年度末で２０～２９歳の者で放射線業務を行い、その
線量が１０mSvを超え３０mSv以下であった者が、４３０人であったことを示します。

１０．緊急作業従事者の年齢別線量 ［平成２２年度～２５年度］

　　　　放射線業務従事者数　（人）
計

－


